
砂ディープベッドは乳牛の
内蹄を変形させるか？

安富一郎 吉成健志 正木智之 山川和宏

柄 武志



Reverse Corkscrew Claw
• Corkscrew Clawに類似した変形
•前肢後肢の内蹄に多発←ふつうCorkscrew

Clawは後肢外蹄
•育成期の飼養管理がリスク因子？

•砂ベッド
•過密
•連動スタンチオン
•制限給餌

•変形に対する
矯正削蹄が必要



通常のCorkscrew Claw CT画像

Reverse Corkscrew Claw CT画像
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Log Rank P=0.397



まとめ

• 変形は内蹄に見られた。軸側部の蹄底と蹄鞘
（蹄壁）の角質の過剰成長が特徴的であった

• 通常のコルク栓抜き蹄とは異なる

• 変形蹄に対する

矯正削蹄や育成期の

飼養環境の改善に

よって変形蹄の問題は

軽減傾向にあった


